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京都大学結核研究所職員及準識員

所 長 教 授 内 藤 益 -

協議員 教 授 堀 井 五十雄

〝 教 授 三 宅 儀

〝 教 授 近 藤 鋭 矢

〝 教 授 荒 木 千 里

〝 教 授 植 田 三 郎

〝 教 授 前 川 孫 二 郎

〝 教 授 後 藤 光 治

〝 教 授 鈴 江 懐

〝 教 授 美濃口 玄

〝 教 授 浅 山 亮 二

〝 教 授 稲 田 務

〝 教 授 福 田 正

〝 教 授 相 見 喜 一 郎

〝 教 授 永 井 秀 夫

〝 教 授

〝 教 授

〝 教 授

〝 教 授

〝 教 授

島

村

稲

辻

脇

石 忠 ≡

(京都大学結核研究所第 3部化学療法都)

(京都大学医学部長,解剖学教室)

(京都大学医学部附属病院長,内科学教室第 2講座)

(京都大学医学部整形外科学教室)

(京都大学医学部外科学教室第 1講座)

(京都大学結核研究所第 7部細菌血清学部)

(京都大学医学部内科学教室第3講座)

(京都大学医学部耳鼻咽喉科学教室)

(京都大学医学部病理学教室第 1講座)

(京都大学医学部口塵外科学教室)

(京都大学医学部眼科学教室)

(京都大学医学部泌尿器科学教室)

(京都大学医学部放射線医学教室)

(京都大学医学部附属病院菜剤部長,薬学部薬学科教室)･

(京都大学医学部小児科学教室)

(京都大学結核研究所第4部外科療法部)

上 仁 (京都大学医学部精神科学教室)

本 晃 (京都大学医学部麻酔学教室)

用 介 (京都大学結核研究所第2部理学的診療学部)

坂 行 - (京都大学医学部内科学教室第 1講座)

〝 教 授 高 松 英 雄

〝 教 授 西 村 敏 雄

〝 教 授 太 藤 重 夫

〝 教 授 木 村 忠 司

(京都大学結核研究所第 6部病理学部)

(京都大学医学部婦人科学教室)

(京都大学医学部皮膚病学徴毒学教室)

(京都大学医学部外科学教室第2講座)

(第 1部 :小児特異性研究部)

主任 教授(兼):内藤益- 助教授 :小林裕 助手 :(休)寺村文男 ･福出潮 副手 :福井斉 ･立石

英子

(第2部 :理学的診療学部)

主任 教授 :辻用介 助教授 :安平公夫 講師(非常数):西岡諒 助手 :小原幸信 ･藤田豊 副

辛 :小松幹雄 ･上田千里 ･市田新路 ･国 中久勝 ･浜本武夫 ･福間謙助

(第 3部 :化学療法部)

主任 教授 :内藤益- 助教授 :前川暢夫 講師(非常数):大井豊 助手 :吉EB敏郎 ･津久間優子欠
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副手 :中西通泰 ･松島留蔵 ･川合満 ･清水明 ･井本伍平 ･束向一郎 ･小沢兄 介補:描出通子 ･

柴闇朝緒

(第4部 :外科療法部)

主任 教授 :長石忠三 助教授 :寺松孝 講師 :佐川弥之助 講師(非常助):吉田昇･長沢直幸･

日下芳郎 ･依田篤信 ･(莱)渡辺照 助 手:岡田慶大 副手 '･加藤幹夫 ･山崎井 ･木下修二郎 ･大

道二重夫 ･立石昭三 ･久野健忘 ･永井L'.'7_3･岩Ll]明 ･土肥イ用TSIli]卓抜郎 ･池田貞雄 ･船津武志 ･人

見滋樹 ･山本博昭 ･伊東政敏 ･甲斐隆義 ･北野司久 ･浅井信明 ･菅原精博

(第 5部 :病態生理学部)

主任 教授(兼):辻用介 助教授 :大島駿作 講師(非常勤):渡辺殿 ･並河靖 ･｢コ鍔長一朗 助

辛 :(休)川Itl典徳 ･岡田長保 副手 :熊代朗子 ･浅 [flJ高明 ･小林辰雄･儀間義威 技官 :赤津啓

(第 6部 :病理学部)

主任 教授 :高松英雄 講師 :水谷昭 講師(非常助):峰下鉄雄 助 手:大川軟- 副手 :進藤

備呂 ･冨永敏郎 ･北村彬 ･溝口喜久雄 ･竹沢正和 ･永井隆男 ･岡田彰 ･伊藤満 ･池谷淳一 介補

:熊沢清 ･池田嵩 技官 :大槻実

(第 7部 :細菌血清学部)

主任 教授 :植田三郎 助教授 :上坂一郎 助手 :白石正雄 ･大岩弘治 副手 :伊藤義昭 ･土井

和雄 ･大平実 ･神田桂子 技官 :山岸悦子 ･山田憧一 客員教授 :N ･M ･マックラング

･(併 任)

教 授 近 藤 鋭 矢 (京都大学医学部整形外科学教室)

〝 永 井 秀 夫 (京都大学医学部小児科学教室)

〝 福 田 正 (京都大学医学部放射線医学教室)

i(事務部)

事務長 :千種顕誠 庶務掛長 :尾上代蔵 同事務官 :木村斐夫 ･小林和雄 ･堀田艮恵 経理掛長

:西村利雄 同主任 :松本正 同事務官 :近藤英子 ･佐竹貞雄 収入掛長 :北川治康 同主任 :

中村睦太郎 同事務官 :前田久男 ･中嶋婦 ミ･白井キヌ ･上地稔子 ･野田芳子 ･村上登美枝 忠

者掛長 :鈴庄清二 同主任 :中村彦次郎 同事務官 :室恵美子

(診療郭)

薬剤主任 :小野木賢治 同事務官 :宇野初枝 同技官 :定見浩子 ･八木充子 レントゲン室主任

:浜川純一 同技官 :蔵岡信長 ･大坂泰夫 総婦長 :清水スヱヲ 看護婦長 :細川 ミツヱ ･安井

八重子 ･中根文子 主任看護婦 :信重安子 ･西川澄子 ･大前久野 同技官 :古府静江 ･岩永千代

子 ･高市政子 ･北村 トミ子 ･安部克己 ･近藤信子 ･馬場 トキヱ ･山崎保子 ･EI]中松代子 ･松田比

佐子 ･谷村明子 ･松本敏枝 ･星野好江 ･森田美代子 ･小林とよ ･小林梅野 ･松室美代子 ･藤井千

鶴子 ･竹崎浄子 ･植垣比沙子

業 績 目 録

第 1部 小 児 特 異 性 研 究 部

〔学会発表並びに講演〕

1) 小林裕 :非定型抗酸菌の感染について,第10回京都市学校保健学会 (37.3.13)

2) 小林裕他 :本邦における非定型抗酸菌感染の疫学的研究 (第 3報),第37回日本結核病学会総会 (37.4.9)

3) 小林裕,寺村文男,立石恭子,三河春樹,赤石強司,福田潤,横山達郎 :BCG 接種後のツベルクリン反

応に及ぼすツベルクリン反復注射の影響について(Ⅲ),同上 (37.4.ll)
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4) 小林裕,寺村文男,立石恭子,三河毒引札 赤石強司,福田潤,構山達郎 :ツベルクリン反応 自然陽転児の

経過追求成績,第65回 日本小児科学会総会 (37.4.22)

5) 小林裕 :近年における小児ツベルクリン反応発現様相の変貌について,第25回 日本結核痛学会 近 畿 地 方

会,特別講演 (37.6.18)

6) 小林裕,福山潤,立石恭子 :BCG接種後のツベルクリン反応の動揺について,第241回 口本小児科学会京

都地方会 (37.9.19)

7) 小杯裕 :ツベルクリン反応 Fl然陽転学章と化学予防,京都大学結核研究所昭和37年度学術講演会 (′38.1.

21)

〔雑 誌 発 表〕

1) 小杯祈, 寺村文男, 立石J)Jli+ :学｣1封こおける副L-..Tl-]俸気管支炎に闇する調査, 京祁大学結核研究所紀要,

11(1),26,昭37

2) 小林裕,寺村文男,福田潤,立石基 上 三河春樹,亦右強司, 構山達郎 :BCG 既接種者からの仁丹郁獅伝

選rElll)Iに準について,京都大学結核研究所紀要,ll(1);62,uLj37

3) Y.Kobayashi,F.Teramura,K.Tateishi,H.Mikawa,K.Akaishi,H.Fukuda and T.

Yokoyama:StudiesontheCharlgeOfTul⊃erculin ReactionRepeatedlyTestedattheSame

SiteoftheSkinofaBCG VaccinatedGroupofSchoolChildren,III.ResultsObtained18,

24and30MonthsafterBCG VaccinationりActaTub.丁ap.,12(1);19,1962.

4) 小林裕 :小児呼吸語呂=X線診断(N)非結核性疾患 (その 1),小兄科, 3(2); 115,1962

5) 小tA柄行:小児呼吸器X線診断(V)非結核性疾患 (その 2),小児科, 3(3);185,1962

6) 小林裕,他 :日本における非定型杭陵菌感染の疫学的研究,｢1本医車新捜,2007号,昭37,10

第 2部 理 学 的 診 療 学 部

〔学会発表並びに講演〕

1) 辻用介,大ヱ嵩挨作,浅Ltl高明,最孝英 :結核に対する生体の防衛力に関する研究一細胞.Ir｣二抗結核菌性物質

の検索,第37回 r｣本結核痛学会総会 (二昭37.4)

2) 小松陣雄,上坂一郎,大岩弘治 :培養イ絹巨の真菌による膿胸の 1例,同上

3) 辻JlT,]介,大鳥験作,来孝英,大城盛大 :細胞性抗結核菌物質に凱する研究,第8回結核化学研究グルーブ

総会 (､昭37.4)

4) 山本尤 辻川介,大域盛夫,来孝英 :巨大ブレブの 1治験例について,第25回 [∃本結核病学会近畿地方会

(昭37.6)

5) 辻川介,永野琴子,小原幸信 :情 描膜穿孔を伴った肝前葉の 1症例,同上

6) 永野琴子,大域盛夫,Jiと孝英 :特発性気胸75例の成ljjに関する観察,同上

7) 辻用介,大Z頼鞍作,大塊盛夫 :ウサギ肺胞湊IrH細胞拍ILi■[液によるツベルクリン ･ア レルギーの受身伝適に

ついて,第12回｢]本ア レルギ-学会総会 (昭37.10)

8) 辻川介,大ll,lj駿作,見孝夫 :結核免疫の研究 (続報)大畠 Myrvikの肺臓反応に闇する研究,同上,

9) 浜本武夫,笹減博次,u村政乱 小原幸信,永野琴 予:小鬼気管支拡張症についての考察,ij'iJ17回国立病

院療養所綜合医学会 (昭37.10)

10) 笹瀬博次,清瀬嘉治,小原幸信 :結核療養所におけるインフルエンザ A2型の流行,同上

ll) 永野琴子,山本長芳,東 日出夫,森山憲二 :田療2施設給食実態調査を中心にしての 2,3の考察,同上｡

12) 辻用介 :肺癌について,峯山町医師会講演会 (昭37.10)

13) 大島験作,藤田黒71,岡田長保,渡辺焦,桑Lt蕃 :健康人戊 中の抗結核歯性物質に関する研究,邦35回 日本

生化学会総会 (昭37.ll)

14) 辻用介 :非結核性肺疾患の種々札 京都府医師会講演会 (昭37.ll)
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15) 辻周介 :肺癌 レ線写真供覧,結核管理研究会 (昭37.ll)

16) 辻周介,大島駿作,大城盛夫,泉孝英 :家兎肺胞内単核細胞抽出液によるツベルクリン感受性の受身伝達

実験,第26回日本結核病学会近畿地方会 (昭37.12)

17) 氷室一郎,可知守孝,小松幹雄,牧文彦,松島留蔵 :原発性肺線維肉種の 1例,同上

18) 辻周介 :結核防御免疫に関する考察,第 1回ウイルス研病理都免疫ゼ ミナール (昭38.1)

〔雑 誌 発 表〕

1) 大塊盛夫,永野琴子,泉孝英 :自発性気胸の臨床統計特にその成因について,京結紀要,ll:22,(昭37)

2) 辻周介,小原幸信,永野琴子 :横隔膜穿孔を伴 う肝副業の 1例,京結紀要,ll:55,(昭37)

3) 笹瀬博次,小原幸信,永野琴子 :小児結核病棟に於ける rインフルエンザ｣B型の流行,医療,16:159,

(昭37)

4) MikioKomatsu:StudiesontheCombined ChemotherapyofStreptomycin andlsonicctinic

AcidHydrazide,ActaTuberc.Japり11:83,1962.

5) HisakatsuTanaka:StudyonTuberculostaticActivitiesofBody FluidsofRabbitsgiven

TritonWR 1339withSpecialReferencetotheRoleofLipemia,ActaTuberc.Japり 12:28,

1962.

6) KimioYasuhira:AnApproach to thepathology ofTuberculosisby ExperimentsUsing

FractionIsolatedfrom theTubercleBacillus,ActaPath.10:419,1960.

7) KimioYasuhiraundYukinobuKobara:Untersuchungen uberdie ttgefulteKaverneH,Z.

Tbk.,118:241,1962.

8) MorioOshiro,KyotoNaganoandTakaleruIzumi:ClinicalStatisticson75CasesofSponta-

neousPheumothoraxwithSoecuakReferencetotheDesease,丁ap.∫.Tbc.,10:25,1962.

第 3 部 化 学 療 法 部

〔学 会 発 表 並 び に講 演〕

1) 内藤益-,前川暢夫,吉田敏郎,津久問俊次,川合満,古沢春二,岡武雄,中村彰 :薬剤耐性肺結核防止

のための初回化学療法の強化,第37回日本結核病学会総会 (昭37.4.ll)

2) 内藤益一,津久間俊次,川合満,中井準,久世文章,岡武雄,時光直樹,中村彰 :結核化学療法施行前の

啄坊中結核菌耐性検査成績について,同上 (昭37.4.ll)

3) 内藤益一,律久間俊次,吉原宣方 :現行結核菌耐性検査法の吟味,同上 (昭37.4.ll)

4) 内藤益一,吉田敏郎,清水明,小沢晃 :新 しい注射用 PASとしての PAS-Glucoside,第10回日本化学

療法学会総会 (昭37.6.9)

5) 内藤益一,前川暢夫,吉田敏郎,津久間俊次,川合満,活水明,久世文事,田中健一 :0-Aminophenol

methansulfonate(MAP)に関する基礎実験,同上 (昭37.6.9)

6) 内藤益一,前川暢夫,吉田敏郎,津久間俊次,川合満,吉原宣方,中井準,池田宣昭,久世文章,小沢晃

E日中健一,涌出延子 '･再治療難治肺結核に対する O-Aminophenolmethansulfonate(MAP)の効果,

同上 (昭37.6.9)

7) 内藤益一,津久問俊次,吉原宣方 :現行結核菌耐性検査法の吟味 (算3報)第25回日本結核病学会近畿地

方会 (昭37.6.18)

8) 内藤益-,前川暢夫,吉田敏郎,津久間俊次,川合満,吉原宣方,中井準,池田宣昭,久世文章,小沢晃

田中健一,蒲田娘子 :再治療難治肺結核に対する O-Aminophenolmethansulfonate(SOM)の効果,

同上 (昭37.6.18)

9) 内藤益-,津久問俊次,久世文事,田中健一 l･シリコンスライ ド培養法における接種菌量と諸種抗結核剤

の結核菌発育阻止最低濃度との関係について,同上 (昭37.6.18)
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10) 池凹宣昭,津久問俊次 :結核化学療法に於ける薬剤の毎 口投与と問飲投与法との比較に関する実験的研究

/第12回日本胸部疾患学会総会 (昭37.ll.1)

ll) 中井準,津久問俊次 :基剤交互併用療法の基礎的研究,同上 (昭37.ll.1)

12) 内藤益一,津久問俊次,他 :結核菌に対する化学療法剤の研究,罪17撞 Phenylthiourea誘導体の合成

並びに抗菌作用について, H木葉学会総会 (昭37.ll.3)

13) 内藤右左-,津久間俊次,他 :結核菌に対する化学療法剤の研究,描18損 21Thenylideneacetone誘導

体の合成並びに抗菌作用について, 口本薬学会総会 (昭37.ll.23)

14) 内藤h't一,前川暢夫,吉田敏郎,津久問俊次,川合満,活水明,小沢晃 :PAS-Glucoside点滴静注につ

いて,第10回 日本化学療法学会中ロ木支部総会 (昭37.ll.24､)

15) 内藤ft,S一,津久聞俊次,中井準,池田宣昭,抑 []健一,溝田延子,他 :結核菌に対する Thiourea 誘導

体の静菌作用,第26回日本結核病学会近畿地方会 (昭37.12.15)

16) 内藤益-,前川暢夫,津久問俊次 ｣=合宿,中井準,久世文章,Lij中健一 :0-Aminophenolmethan-

sulfon酸 ソーダ (SOM)の基礎的研究補遺,同上 (昭37.12.15)

17) 内藤益一,前川暢夫,吉田敏郎,中西通泰,川合蒲,池田責昭,中井準,久世文事,伸幸健一 :0-Amin-

ophenolmethansulfon醸ソーダ (SOM)の臨陳的応用,同上 (昭37.12.15)

〔誌 上 発 表〕

1) 中西通泰,川合満,清水明,池田竃昭,吉原宣方,中井準,久柑文事 :切除肺病単内結核菌の細菌学的研

究,京大結研紀要,10巷, 1号 (昭36..9)

2) KoichiroHigashi,ShunjiTsukuma,MasukazuNaito:Silicone-CoatedSlideCultureMethod

forTubercleBacilli,TheAmericanReview ofRespiratoryDiseases,Vol.85,No.3(1962,3)

3) 内藤益- :耐性肺結核防止のための初回強力化学療法,京大結研紀要,lo基, 2号 (昭37.3)

4) MasukazuNaito,NobuoMaekawa,RinzoWatanabe,HideoKawai:Correspondence:Re-Tre-

atmentofSeriousPulmonaryTuberculosiswith TBlandTetracycline,ActaTuberculosea

Japonica,Vol.ll,No.2.(1962,3)

5) 内藤益- :肺結核の初回化学療法における強力併用法の提唱, 日本胸部臨休,21巷, 5号 (昭37.5)

6) 前川陽夫,小沢晃,河崎弘 :MallogellW に｢美甘 る経験,胸部疾患, 6巷, 5号 (昭37.5)

7) 前川暢夫 :胸部陰影, 日本臨休,20巷, 5号 (昭37.5)

8) 内藤益一,前川暢夫,吉Lij敏郎,津久間俊次,中西通泰,活水明,川合満,ri]井準,池ilJ宣昭,吉原三方

久化文事,田中健一,小沢晃,描出延子,柴田朝?lFT,他 :結核化学療法施行前の暗疾中結核菌の耐性検査

成績について, (第 2相),京大結研紀要,11巷, 1号 (昭37.9)

9) MasukazuNaito,NobuoMaekawa,ShunjiTsukuma,ToshinobuKawata,Yoshiharu,Kun-

ieda,ToshiroTsunemura,MitsuruKawai:Combined Chemotherapy ofTuberculosiswith

KanamycillandCycloserine,ActaTuberculoseaJaponica,Vol.12,No.1(1962,9)

10) 吉原宣方 :現行耐性検査法に就いての吟味 し第 1篇),京大結研紀要,11巷, 1号 (昭37.9)

ll) 清水明 :持続性サルファ剤の抗結核作用特に INH との併用効二来 ('ii'JT1-第 2編),京大結研紀要,11ノ悠

1号 (昭37.9)

12) 前川暢夫,中西通泰 :｢シ-ダー｣の使用経験,胸部疾患, 6巷,12号 (昭37.12)

13) 内藤益-,津久問俊次,他 :結核菌に対する化学療法剤の研究 (第14板)2-Thiophencarboxyaldehyde

誘導体の合成並びに抗菌作用について,薬学雑誌,82巷,12号,1681-1684(昭37.12)

14) 内藤益一,前川暢夫, 寺松孝, 吉山敏郎, 中西通泰 :肺腫痕の正 診例と誤診例, 口本臨休, 21巷, 1号

(昭38.1)

15) 内藤益- :PAS-Glucoside-Naの点滴静注,日本胸部臨休,22巷, 1号 (昭38.1)

16) 前川暢夫,小沢兄,河碕私 :結核化学療法施行症例に対するイリコロンM錠投与の経験,胸部疾患, 7巷

2号 (昭38.2)
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第 4部 外 科 療 法 部

〔特別講演又はシンポジウム〕

1) 長石忠三 :老人の肺結核,第20回中信医学会特別講演 (36.6.25)

2) 寺松孝 :化学療法併用下に於ける肺結核刺戟療法の再検討,第37回 日本結核病学会総会特別講演 (37.4.

10)

3) 佐川弥之助 :肺結核における肺機能低下に関する諸問題-外科方面,同上シンポジウム (37.4.9)

4) C.Nagaishi:DieKavefnostomiemitFilm (Symposium:DieLokaleKavernenbehandlung),

Kongressd.DeutschenTuberkuloseGesellschaft,Dtisseldorf,Deutschland(Okt.8-13,1962)

5) 寺松孝 :肺外科の現状 と問題点 (肺結核),第15回 日本胸部外科学会特別講演 (37.10.30)

6) 加藤幹夫 :肺不仝とその対策一換気障害とその対策 (外科方面から),第 2回 口本胸部疾患学会シンポジ

ウム (37.ll.1)

7) C.Nagaishi:DieTuberkuloselageinJapan,Kongressd.Deutschen TuberkuloseGesellsc-

haft,Dtisseldorf,Deutschland(Okt.6,1962)

8) C.Nagaishi:DieKavefnostomie,RheinischeLandesklinik.Marienheide,Dentschland(Okt.

6,1962)

9) C･Nagaishi:DieKavernostomiemitFilm,ChirurgischeUniversitatsklinik,Giessen,Deutshl

land(Okt.15,1962)

10) C.Naganishi:TherapeutischeMassnahmenzurBehandlungderrespiratorischenlnsuffizienz

inderLungenchirurgie,Schwarzwald-sanatorium,Sch6mberg,Deutschland(Okt.19,1962)

ll) C.Nagaishi:TheCavernostomyforFar-advancedPulmonaryTuberculosis,DellUniversita

DiRoma,CentroStudiCarloForlanini,Roma,Italy(Oct.23,1962)

12) C.Nagaishi:ElektronmicroscopischeBildervJngeSundenundkrankenLungen,SanatJrium

Wolfgang,Davos,Switzerland(Okt.27,1962)

13) C.Nagaishi:ElektronmicroscopischeBilderYongesundenundkrankenLungen,Chirurgische

Universit息tsKlinik,Burgerspital,Basel,Switzerland(Okt.31,1962)

14) C.Nagaishi:No.1DieTuberkuloselageinJapan,No.2DieKavernostomie,BudapestMedical

Association,Budapest,Hungary(Nov.6,1962)

15) C.Nagaishi:LaSpeleostomie,Servicedepneumologie,HospitalFoch,Seine,Paris,France

(Nov.13,1962)

16) C.Nagaishi:TheCavernostomywithFilm,BarcelonaMedicalAssociation,Barcelona,Spain

(Nov.16,1962)

17) C.Nagaishi:TheCavemostomy with Film,Departmentofsurgery,Madrid University,

Madrid,Spain(Nov.19,1962)

18) 加藤幹夫 :肺胞換気の諸問題,第 3回 日本麻酔学会関西地方会,肺機能に関するシンポジウム(37･11･25)

19) C.Nagaishi:TheCavernostomy forPulmonary Tuberculosiswith Film,Dapartmentof

Surgery,PresbyterianMedicalCenter,ColumbiaUniversity,New York,U.S.A.(Nov.26,

1962)

20) C.Nagaishi:TheCavernostomyforPulmonaryTuberculosis,DepartmentofSurgeryUnive-

rsityofChicago,Chicago,U.S.A.(Nov.27,1962)

21) C.Nagaishi:TheCavernostomyforPulmonary Tuberculosis,NationalJewish Hospital,

Denver,U.S.A.(Nov.27,1962)

22) C.Nagaishi:TheCavernostomy forPulmonary Tuberculosis,DepartmentofSurgery,

UniversityofCaliforniaMedicalCenter,SamFrancisco,U.S.A.(Dec.4,1962)
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23) C_Nagaishi･.TheCavernostomyforPulmonaryTuberculosis,DepartmentofSurgery,Pre-

sbyterianMedicalCenter,StanfordUniversity,SamFrancisco,U.S.A.(Dec.5.1962)

24) C.Nagaislli:CombinedTreatmentofPulmonaryTuberculosisw>ithChemothelapyandlrr-

itationtherapy,TuberculosisandChestService,UniversityofCaliforniaService,SamFran一

cisco,U.S.A.(Dec.6,1962)

25) C.Nagaishi:FineStructureoftheLung,DepartmentofComparativeAnatomy,Schoolof

VetenaryMedicine,UniversityofCalifornia,Davis,U.S.A.(Dec.7,1962)

26) C.Nagaishi:ElectronmicroscopicObservationofLung,CardiovascularResearch Institute,

UniversityofCaliforniaMedicalCenter,SamFrancisco,U.S.A.(Dec.10,1962)

27) C.Nagaishi:TheCavernostomyforPulmonaryTuberculosis,FirlandSanatorium andDep-1
artmentofSurgery,UniversityOfWashington,Seattle,U.S.A.(Dec.12,1962)

28) C.Nagaishi:No.1ElectronmicroscopicObservationoftheLung,No.2Moviefilm ofLung

Operation,TheBritishColumbiaUniversity,Vancouver,Canada(Dec.14,1962)

29) C.Nagaishi:No.1Elektronmic′roscopicObservationofthe Lung,No.2 Moviefilm ofLung

Operation,VictoriaMedicalAssociation,Victoria,Canada(Dec.17,1962)

30) C.Nagaishi:LungCancer(ModeratoroftheRound TableConference),The 7th lnterna-

tionalCongressonDiseasesoFtheChest,New Dehli,India(Feb.2024,1963)

31) C.Nagaishi:Chairman,InternationalCommitteeonTuberculosis(SurgicalTreatment),The

7thInternationalCongressonDiseasesoftheChest,New Dehli,India(Feb.20-24,1963)

32) C.Nagaishi:Electronmicroscopic StudiesonLungCancer,ThelothAnniversaryofJap.

BranchofACCP.(March9,1963)

〔一 般 講 演〕

1) 加藤幹夫 :肺外科に於ける換気障鑑 京大結研37年度学術講漬会 (37.1.21)

2) 苗木幸平 :結核摘黒に於ける乾酪化促進因子,/邦8回結核化学研究グループ総会 (37.4.12)

3) 金福 耳,加藤幹夫,大道重夫,加藤康夫,田中歳郎 :気管内麻酔の合併庄一特に迷走呼吸反応について,

第19回近畿外科学会 (37.5.26)

4) 常盤太助,寺松孝 :INH･ツベルクリン併用例の切除肺所見,第 5回日本胸部外科学会関西地方会 (37.

6.15)

5) 池田貢推,｢■､岨 l慶夫,金在河,大道重夫 :Jj個 三浸潤肺癌における胸壁LjJ除の箱汎 第5回口刺 何部外科学

会関西地方会 (37.6.15)

6) 岩田明,加藤幹太 久野健忘,市谷廼夫 :肺結核患者に対する運動負荷試験,第13回日本循環器学会近畿

地方会総会 (37.6.16)

7) 山崎凡 寺松孝,斉木幸平 :INH･ブリチロン併用例の切除肺所見,第25回口本結核病学会近 畿 地 方 会

(37.6.18)

8) 青木幸平,常盤太助,大久保佳子,山崎正保,大井公雄,木下修二郎,寺松孝 :肺結核に対する刺激療法

の研究,特にブリチロンと INH の併用療法について (第7報)第2回円本結核痛学会近畿地方会 (37.

6.18)

9) 大道重夫,池乱 ri雄,金イ挿す,川口]慶夫 :肺胞上皮細胞癌の発生母地に閑する一考察第 3回肺癌研究会閑

西支部会 (37.8.18)

10) 池Lfhli雄,岡田慶夫,大道重夫,金在河,山本博昭,源河圭一郎,北野司久 :肺癌患者血清の某大内抗原

抗体反応について,第 3回肺癌研究会総会 (37.10.19)

ll) 大道重夫,聞出慶夫,池田貞雄,金由 可:マウスのウレタン肺腺腫の形態学的研究,第 3報,経胎盤的ウ

レタン投与によるマウス胎仔肺の変化,第21回口本癌学会総会 (37.10.20)

12) 長石忠三 寺松孝他 :肺結核に対する気管支遮断術の経験,第15回日本胸部外科学会総会 (37.10.30)
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13) 久野健志,佐川弥之助,加藤幹夫,岩田明,金在河,土肥佳郎,浅井信明,甲斐隆義,金泰希 :肺臓外科

に於ける閉塞性呼吸障害の意義に関する臨床的検討,第15回 日本胸部外科学会総会 (37.10.30)

14) 永井純太, 日下芳郎,山崎昇,伊東政敏 :肺結核空洞切開術に合併 したアスペルギルス症の検討一特にそ

の治療法を中心として,第15回 日本胸部外科学会総会 (37.10.30)

15) 金在河,岡田慶夫,大道重夫,池田貞雄,長沢直幸,山下政行,稲葉宣堆,木下修二郎 :肺結核に対する

両側肺手術の検討一特に重症例を中心 として,第15回 日本胸部外科学会総会 (37.10.30)

16) 目下芳郎,永井純太,山崎昇,伊東政敏 :交通事故による気管内異物陥入後の肺切除例,第92回近畿外科

学会 (37.ll.10)

17) 加藤康夫,寺松孝,人見滋樹,木下修二郎,立石昭三,永井彰 :胸部外科におけるア ミノ酸輸液の問題,

日本輸血学会近畿支部総会 (37.ll.17)

18) 大道重夫,池田貞雄,北野司久,人見滋樹,甲斐隆義,金在河 :肺野に腫病状陰影を呈 した非結核非癌病

巣の4例,第26回 日本結核病学会近畿地方会 (37.12.15)

19) 立石昭三,磯部喜博,青木幸平,木下修二郎,船津武志 :肺結核に対する骨膜外充填術について,第26回

日本結核病学会近畿地方会 (37.12.15)

20) 大道重夫,今 日の問題-･-肺癌,京大結研38年度学術講演会,話題提供 (38.1.26)

21) 大道重夫, 金在河, 池 田貞雄, 稲葉宣雄 :我々の経験 した転移性肺腫疾, 第4回肺癌研究会関西支部会

(38.2.16)

22) T.TeramatsuandT.Yamamoto:Combined TreatmentofPulmonary Tuberculosiswith

chemotherapyandlrritationtherapy,ThelnternationalCongresson上)iseasesoftheChest,

New Dehli,India(Feb.20-24,1963)

23) C.Nagaishi:TheCavernostomyforPulmonaryTuberculosis,The7thInternationalCongr-

essonDiseasesoftheChest(Feb.20-24,1963)

24) 金在河,加藤幹夫,大道重夫,久野健忘,池 田貞雄,土井佳郎,加藤康夫,金泰希,浅井信明,甲斐隆義

人見滋樹,北野司久 :肺外科における硬膜外麻酔,第26回結核外科研究会 (38.2.24)

〔著 書〕

1) 長石忠三 :組織学,分担執筆 (肺の部分),医学書院 (37.9)

2) 長石忠三 :胸部外科学,上巻,分担執筆,医学書院 (38.2)

〔雑 誌 発 表〕

1) 日下芳郎,永井純太,山崎昇 :肺結核手術に合併 した肺アスペルギルス症,3症例の経験,京大結研紀要,

第10巻,第 1号 (36.9)

2) 長石忠三 :慢性肺疾患研究の現状を顧みて,呼吸と循環,第10巻,第 2号 (37.2.15)

3) 長石忠三 :結核性肺空洞切開術,京大結研紀要,第10巻,第 2号 (創立20周年記念) (37.3)

4) Y.Okada,Y.Sagawa,S.IshikoandS.Daido:ElectronMicroscopicObservationofChronic

PulmonaryEmphysema,ActaTuberculoseaJaponica,Vol.ll,No.2(March,1962)

5) Y.Okada,S･Ishiko,S･Daido,J･KinandS.Ikeda:ComparativeMorphologyofthe Lung

withSpecialReferencetotheAlveolarEpithelialCells,1Lung oftheAmphibia,Acta

TuberculoseaJaponica,Vol.ll,No.2(March,1962)

6) Y.Okada,S.DaidoandS.Ishiko:MorphologicalStudiesofInducedPulmonaryTumorsin

MicewithSpecialReferencetotheirCytogenesis,ActaTuberculoseaJaponica,Vol.ll,No.

2,March,1962

7) 長石忠三 :結核性肺空洞切開術の手術々式,外科,第24巻,第4号 (37.4)

8) 長石忠三 :各種肺疾患に於ける肺電顕像,胸部疾患,第 6巻,第4号 (37.4)
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9̀) 加藤幹夫, 佐川弥之助, 岩田明, 久野健忘, 土肥佳郎,金在河 :肺外科に於ける換気不全の対策,肺と

心,第 9巻,第 2号 (37.6)

10) 佐川弥之助 :肺結核に於ける肺機能低下に関する諸問題一外科方面-結核,第37ヱ蔓第7･8号 (37.7.8)

11〕 寺松孝,再木幸平,碩部喜博,木下修二郎,永井彰,常盤太助,大久保佳子,東 日出夫,山崎正保,中林

君美, 大井公雄 :化学療法併用下における肺結核に対する刺激療江1 日本胸部臨床, 第21巷, 第 8号

(37,8)

12) 寺松孝 :化学療法併川下に於ける肺結核刺激療法の再検討,胸部疾 患,第 6巻,第 8号 (37.8)

13) 長石忠三 :肺癌と肺結核,胸部疾患,第 6巻,第 2号 (37.2)

14) 寺松孝 :フォーラムに参加 していただいた方々の勧原稿を拝見 して,胸部疾患,第 6巷,第 8号 (37.8)

15) 長石忠三 :肺癌の治療経験,内科宝面,第 9巷,第 7号 (37)

16) Y.Okada,S･Ishiko,S･Daido,J･KinandS･Ikeda:ComparativeMorphologyoftheLung

withSpecialReferencetotheAlveolarLiningCells.ⅠⅠ.LungoftheReptilia,ActaTuberc.

Jap.(Sep.1962)

17) T.TokiwaandT.Teramatsu:PreliminaryReportoftheCombinedTreatmentofPulmon-

aryTuberculosiswithOldTub(汀CulinandINH,ActaTuberc.Jap.(Sep.1962)

18) 渋谷謙吉,口 中著,他 :肺吸虫症に対する外科的療法 (特に我々の術式嚢胞LJJ開虫体摘 出術について)京

大結研紀要,第11巷,第 1号 (37.9)

19) 平川公義,村井守,他 :肺内奇形腫の 1例,京大結研紀要,第11巻,第 1号 (37.9)

20) 寺松孝,他 :肺腰痛の正診例と誤診例, 日本臨珠,第21巷,第 1号 (38.1.10)

第 5部 病 態 生 理 学 部

〔学 会 発 表 並 び に 講 演〕

1) 辻 周介,大島駿作, 浅E日高明,最孝英 :結核に対する生体の防衛力に関する研究- 細胞性抗結核菌性物

質の検索 ;第37回 口本結核病学会総会 (昭37.4)

2) 辻用介,大島駿作,束孝英,大域盛夫 ;細胞性抗結核菌物質に閑する研究;第 8回結核化学研究グループ

総会 (昭37.4)

3) 山本寿,辻周介,大域盛夫,)に孝英 ;巨大ブレブの 1治験例について ;第25回日本結核病学会近畿地方会

(昭37.6)

4) 永野琴子,大城盛夫,lk孝英;特発性気胸75例の成因に関する観察 (同上)

5) 水谷昭,岡田慶夫,大島駿作,昆孝英 ;感作家兎肺胞批准液に於ける細胞学的研究 (同上)

6) 大島験作,泉孝英 ;血清 トランスア ミナーゼ測定を指標とした輸血後肝炎の観察 (同上)

7) 辻JT,]介,大島騎作,大城盛夫 ;ウサギ肺胞港出細胞抽出液によるツベルクリンア レルギーの受身伝達につ

いて;第12回 日本アレルギー学会総会 (､昭37.10)

8) 辻吊介,大島駿作,京孝英 ;結核免疫の研究 (続報)大畠 ･Myrvikの肺臓反応に闇する研 究 (r司上)

9) 大鳥駿作,混孝英 ;細胞性抗結核歯性物質の研究;第 9回結核化学研究グル-ブ総会 (昭37.10)

10) 大島駿作,藤田豊,岡田長保,渡辺熊,桑川蕃 ;健康人1/JiLF]の杭結核歯性物質に闇する研究 ;第35匡旧 本

生化学会総会 (旧37.10)

ll) 辻周介,大 島 贋作,大城盛夫,最孝英;家兎肺胞内単核細胞抽出液によるツベルクリン感夏性の受身伝達

実験;第26回 日本結核病学会近畿地方会 (帽37.12)

12) 福間謙助, E]置辰一朗;肺化膿症の診断と予後;第 2rl]京都市衛生局医学研究会 (昭37.12)

13) 辻用介;人尿中の抗結核菌性ペプチ ッドの分離;京大結研学術講演会 (昭38.1)

14) 辻周介,大島駿作,藤E日豊,lF7.-日ij長保 :人尿車の抗結核菌性ペプチッドについて,第42同日本抗生物質学

術協議会関西支部会 (昭38.2.23)
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〔雑 誌 発 表〕

1) 熊代朋子 ;ラッテの各種 ミコバクテリアに対する感受性について;京大結研紀要,10巻, 1号,38貢

(昭36)

2) 辻周介 ;結核の免疫機序 (特に細胞性因子について);京大結研紀要 ー10巻, 2号,16貢 (昭37)

3) KimioYasuhira,TakaakiAsadaandKotokoNagano;SomeProblemson PassiveTransfer

ofTuberculinSensitivity;ActaTuberc.JapりVol.ll,No.1,28(1961)

4) QuentinN.Myrvik,EvaSotoLeakeandShunsakuOshima;A StudyofMacrophagesand

Epitherioid-LikeCellsfrom Granulomatous(BCG-Induced)LungsofRabbits;∫.Immunol･,

Vol.80,No.5,745(1962)

5) 日置辰一朗 ;肺癌の鑑別診断に関する2, 3の問題 ;京都市衛生局医学研究会誌,第 2号 (印刷中)

第 6 部 病 理 学 部

(学 会 発 表)

1) 水谷昭 :類上皮細胞の組織化学的性状,第37回日本結核病学会総会シンポジアム (37.4.10)

2) 高松英雄 :サルコイ ドーシス及び結核症の病理,第37回 日本結核病学会総会特別講演 (37.4.ll)

3) 水谷昭,岡田慶夫,大島駿作,泉孝英 :感作家兎肺胞洗滑液における細胞学的研究,第25回日本結核病学

会近畿地方会 (37.6.18)

4) 高松英雄,大川欣一,西弘,関本信 :エステラーゼの組織化学に関する研究,第51回 日本病理 学 会 総 会

(37.6.28)

5) 水谷昭,引間啓裕 :パラフィン切片における脱水素酵素の組織化学的研究,第 51回 日本 病 理 学 会 総 会

(37.6.28)

6) 引間啓裕,水谷昭 :遊離細胞における脱水素酵素の組織化学的研究,第 3回組織化学会総会 (37.9.28)

7) 水谷昭,進藤備昌 :大動脈に於ける酵素の組織化学的研究,第 3回組織化学会総会 (37.9.28)

8) 高松英雄,北村彬,竹沢正和,池拍嵩,冨永敏郎 :組織化学における新緩衝液について,同上

9) 高校英雄,溝口喜久男,伊藤満,池谷淳一 :不飽和結合の組織化学に関する研究,第 3回組織化学会総会

(37.9.28)

10) 高松英雄,大川欣一,熊沢活,永井隆男 :エステラ-ゼ類の組織化学,同上

ll) 西弘,関本信,大津毅,高松英雄 :エステラーゼ及び リパーゼの組織化学的特異性に関する研究,特にペ

-パ-クロマ トグラフによる分析研究,同上

12) 岡m彰 :シアニン系色素によるメタクロマジアの研究(Ⅱ),第 3回組織化学会総会 (37.9.29)

13) 高松英雄,伊藤田彦 :甲状腺癌の肺転移について,第4回肺癌研究会関西支部会 (38.2.16)

(雑 誌 発 表)

1) 高松英雄 :サルコイ ドーシス及び結核症の病理,結核,37巷, 7, 8号,354貢 (昭和37年)

2) 水谷昭 :類上皮細胞の組織化学的性状,結核,37巻, 7, 8号,390貢 (昭和37年)

3) 水谷昭,岡田慶夫,大畠駿作,泉孝英 :感作家兎肺胞洗濯液における細胞学的研究,結核,37巷,11号,

651頁 (昭和37年)

4) 水谷昭, 引問啓裕,岡田彰 :実験的結核病巣における脱水素酵素の組織化学的研究 :京結紀要,11巻, 1

号,31貢 (昭和37年)

5) 高松英雄,大川欣一,西弘,関本信 :エステラーゼの組織化学に関する研究 :日病 会 誌, 51巻, 2号,

443貢 (昭和37年)

6) 水谷昭,引間啓裕 :パ ラフィン切片における脱水素酵素の組織化学的研究 (続報),同上

7) 高松英雄,大川欣一,熊沢清,永井隆男 :リパーゼ及びエステラーゼ類の組古化学的研究- 新法の考案
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及び木酵).,;類の歳費特 異件 に蘭する一- 考察 :/TjLt結紀要,11巷,2号 (昭利38年2月)

8) K･Hikima& A.Mizutani:Histochemicalstudiesonoxidativeenzymesin paraffin sections

(ⅠⅠ),ActaTuber.丁ap.Vol.12,No.2.

9) A.mizutani:Ⅹ raymicroanalysisinbiologicalspecimens,Ibid.

10) H.Takamatsu& M.Takezawa:Histochemicalstudyon peptidase,Proc.丁ap.Histochem.

Ass.,Vol.2.44, (1961)

ll) A.Mizutani& T.Shindo:Dehydrogenasesinparaffinsecti3n.Tetrazolium reactionsin li

pidrichtiosues,Proc.Jaロ.HisLochem.Ass.,Vol.2.44,(1961)

12) A･Okada:Studiesonthemetachromasiawithcyanineayes" Proc.Jap.Histochem.Ass.,

Vol.2.49,(1961)

13) K.Ohkawa,T.Tominaga,K.Kumagawaa T.Nagai:HistochemicalStudieson lipid met-

abolism.,Proc.丁ap.Histochem.Ass.,Vol.2.72,(1961)

14) H.Nishi,M.Sekimoto,T.OhtsuaH.Takamatsu:Studiesonphosphodiesterase.,Proc.Jap.

Histochem.Ass.,Vol.2.115,(1961)

15) K.Mizoguchi,M.Itoh,F.Yoshinoa H.Takamatsu:Histochemicalstudieson theroleof

magnesium inphosphataseactivities.,Proc.Jap.H!stochem.Ass.,Vol.2.132,( )

16) K.Hikima,A.Kitamura& T.Ikeda:Histochemicalstudiesofaminsgroupsinfrozensec-

tions" Proc.Jap.Histochem.Ass.,Vol.2.200,(1961)

第 7 部 細 菌 血 清 学 部

〔学 会 発 表〕

1) NorvelM.McClung :Nocardiaand Nocardiosis,第26Ll旧本結核病学会近畿地方会特別講演 (潤

37.12)

2) 植田三郎 :Mycobacteriaceaeの病原性,毒力の考察,京大結研昭和37年度学術講演会 (昭38.1)

人 事 異 動

〔第 1部〕

副手 福井斉 ･立石張子 :任用を更新する 川137.4.1)

助手 寺村又男 :アメリカ合衆国-留学

福田潤 :助手に採用 (昭37.8.1)

〔第 2 部〕

講師(非常助)西rlm.]言享:任期満了 (昭37.3.31)再び採用 (昭37.4.i)

副手 小松枠雄 ･上Eq千里 ･市田新路 ･田中久勝 ･浜本武夫 ･福間謙助 :任用を更新する (昭37.4.1)

助教授 安平公夫 :アメ リカ合衆国出張期間延長 (昭37.7.25-38.7.24)

⊂第 3 部コ

研修期間終了 :挑瀧珠 (昭37.3.31)

大井豊:講師(非常助)に採用 (昭37.A.1)

副手 松島留蔵 ･川合満 ･活水明 ･井本伍平 ･東向一郎 ･小沢晃 ･中西通泰 :任用を更新する(昭37.4.i)

介補 蒲E日延子 :任用を更新する (昭37.4.1)

柴田朝緒 :介補に採用 (昭37.4.1)

〔第 4部コ
教授 長石忠三 :沖縄-出張 (昭37.6.5-37.6.12)

〝 長石忠三 :欧米諸国へ出張 (昭37.10.1-37.12.15)
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教授 長石忠三 :インド国-出張 (昭38.2.16-38.2.28)

助教授 寺松孝 :東南アジア諸国-出張 (昭38.2.1-38.3.15)

講師 佐川弥之助 :アメ リカ合衆国-出張 (昭37.7.1-38.6.30)

助手 岡田慶夫 :アメリカ合衆国へ出張 (昭37.6.26-38.6.30)

講師(非常数) 長沢直幸 ･目下芳郎 :任用を更新する (昭37.4.1)

吉田昇 ･依田篤信 :講師(非常助)に併任する (昭37.4.1)

副手 加藤幹夫 ･山崎昇 ･木下修二郎 ･大道重夫 ･永井彰 ･岩EI]明 ･土肥佳郎 ･田[FJJ;離 汚･池田貞雄 :任用

を更新する (昭37.4.1)

船津武志 ･人見滋樹 ･山本博昭 ･伊東政敏 ･甲斐隆義 ･北野司久 ･浅井信明 :副手に採用 (昭37.4.1)

立石昭三 ･久野健忘 :副手に併任する (昭37.4.1)

菅原精博 :副手に併任する (昭37.5.16)

久野健忘 :副手併任を解 き,再び採用する (昭37.7.16)

山本博昭 :副手に併任する (昭37.10.1)

浅井信明 :副手に併任する (昭37.10.16)

副手 加藤康夫 :退職 (昭37.3.31)

〔第 5部〕
講師(非常助) 渡辺照 ･並河靖 ･日置辰一朗 :任用を更新する (昭37.4.1)

川田典徳 :アメ リカ合衆国へ留学

副手 :熊代朗子 ･浅田高明 ･小林辰雄 ･儀間義威 :任用を更新する (昭37.4.1)

岡田長保 :助手に配置換する (昭37.4.16)

技術員 木津啓 :文部技官に任官 (昭37.10.1)

⊂第 6部コ

峰下鉄雄 :講師(非常勤)に採用する (昭37.4.1)

副手進藤備昌 ･富永敏郎 ･北村彬 ･溝口喜久雄 ･竹沢正和 ･永井隆男 :任用を更新する (昭37･4･1)

介補 熊沢清 ･池田嵩 :任用を更新する (昭37.4.1)

介補 間田彰 :退職 (昭37.3.31)副手に採用 (昭37.4.1)

池谷淳一 :副手に採用する (昭37.5.16)

研修期間終了 :伊藤満 (昭37.6.30)

伊藤満 :副手に採用する (昭37.8.1)

〔第 7部コ

副手 伊藤義昭 ･大平実 ･神田桂子 :任用を更新する (昭37.4.1)

土井和雄 :副手に併任する (昭37.4.1)

副手 中村加代子 ･岡田博 :退職 (昭37.3.31)

技術員 山田性- :文部技官に任官 (昭37.10.1)

⊂併 任コ

医学部 教授 山本俊平 :停年退官 (昭36.ll.13)

〝 教授 青柳安誠 :停年退官 (昭37.5.23)

〝 教授 福田 正 :結核研究所に併任する (昭37.10.1)

〔事 務 部〕

久米太兵衛 :結研事務長に配置換する (昭37.4.1)

事務長竹上治夫 :農学部事務長に配置換する (昭37.4.1)

千種顕誠 :結研事務長に配置換する (昭38.2.1)

事務長久米太兵衛 :経済学部事務長に配置換する (昭38･2･1)

事務員 野元頼子 ･小林和雄 ･掘田艮恵 ･野田芳子 ･村上登美枝 :文部事務官に任官 (昭37･10･1)

事務員 室恵美子 :文部事務官に任官 (昭38･2･1)
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[診 療 部〕

技術艮 近藤信子 ･馬場 トキヱ ･山ii蘭呆子 ･m 巾松代 千･松田比佐子 .谷村明子 ･松木敏枝 ･星野好江 ･小

林とよ ･小林梅野 ･松室美代子 ･藤井千鶴子 ･竹崎浄子 ･植壇比沙子 ･上野幸子 :文部技官に任官

(昭37.10.1)

森田美代子 :文部技官に採用 (昭37.10.1)

文部技官 上野幸子 :辞職 (昭38.1.31)

結 核 研 究 所 行 事

◇昭和37年度結核研究所学術講演会 (昭38.1.21)

〔講 演コ

1) 大城盛夫 :ウサギ肺胞.4'登山細胞抽出液分劃によるツベルクリン ･ア レルギーの受身伝達について

2) 水谷 昭 : ｢X線微小分析｣の生物学-の応用

3) 栢Lf]三郎 :Mycobacteriaceaeの病原性,毒力の考察

4) 内藤益- :肺結核化学療法に於ける初回治療と再治療の強化

5) 加藤幹夫 :肺外科における換気障害

6) 辻 周介 :人尿中の抗結核歯性ペプチ ッドの分離

7) 小林 裕 :ツベルクリン反応 白矧場転学童と化学予防

[討 議〕

｢今日の問題-･-肺癌｣ 司会 辻 周介

◇結核研究所綜合談話会

93回 37.5.10

1 結核菌耐性検査の実態とその対策

2 最近の解剖学,特に細胞学の立場から

94回 37.10.4

1 ェステラ-ゼの組織化学一特にその特異性について

2 結核性肺空洞に対する空洞切開術の手術成績

吉 原 宣 方(化学療法部)

解剖学教室 小 川 和 朗

大 川 欣 -(病理学部)

寺 松 孝(外科療法部)

95回 38.3.14

1 一般感染症に対するカナマイシン及び合成ペニシリンの使用経験 福 田 潤(小児特異性研究部)

2 メディアステイノスコピーの紹介 長 石 忠 三(外科療法部)


